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■信州みちビジョン
●概要（背景と目的）
近年、道路に求められる役割が多様化するなど状況が変化する中、時代の要請に応じ
た道路の整備や活用など、みちづくりの方向性を示すものとして「信州みちビジョン」
を策定＊（R5年度改定）しました。
今後、県民の皆さまの道路事業への理解を深める際に活用するとともに、道路事業実
施時の指針としていきます。
＊�「信州みちビジョン検討委員会」の議論に加え、意見交換会やパブリックコメントなど県民意見もふまえ策定

●基本目標と基本方針
▶基本目標　「つなぐ・まもる・いかす　信州のみちづくり」
▶基本方針　・つなぐ（県内外をスムーズかつ効率的につなぐ）
　　　　　　・まもる（災害や事故から県民等の命や暮らしをまもる）
　　　　　　・いかす（道路の多面的な機能を地域づくりへいかす）
●重点分野と施策の展開
基本目標及び基本方針をふまえ、３点を重点分野とし、それぞれの分野ごとに施策を
展開します。

　　（1）災害に強い　みちづくり
　　（2）災害対応の迅速化をめざした　みちづくり
　　（3）いつでも安心して移動できる　みちづくり

　　（1）誰もが安全に移動できる　みちづくり
　　（2）脱炭素社会の実現に向けた　みちづくり
　　（3）歩きたくなる　みちづくり
　　（4）快適な暮らしを支える　みちづくり

　　（1）人・モノ・サービスが行き交う　みちづくり
　　（2）ストレスなく快適に移動できる　みちづくり
　　（3）観光を満喫できる　みちづくり

重点分野Ⅰ　県土の強靱性

重点分野Ⅱ　持続可能で快適な暮らし

重点分野Ⅲ　観光や産業の振興

緊急輸送道路の強靱化例

通学路の歩道整備例

渋滞解消による観光の周遊性の向上例
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ビジョンの期間(2018～2027年度)

令和７年度 建設部施策方針

確確かかなな暮暮ららししをを守守りり、、信信州州かかららゆゆたたかかなな社社会会をを創創るる

１１ 持持続続可可能能でで安安定定ししたた暮暮ららししをを守守るる

２２ 創創造造的的でで強強靱靱なな産産業業のの発発展展をを支支援援すするる

・・令令和和７７年年度度 建建設設部部当当初初予予算算額額 11,,118833億億88,,223300万万８８千千円円
うち公共事業費（災害復旧含む）899億8,183万３千円

・・令令和和６６年年度度１１月月補補正正予予算算額額 555500億億11,,336633万万９９千千円円
うち公共事業費 441億2,303万５千円（防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化予算等）

流域治水対策事業
（一）黒沢川 安曇野市 黒沢（調節池）

◎【新】令和７年度 新規事業

要要配配慮慮利利用用施施設設（（保保育育園園））

要配慮者利用施設を守る土砂災害対策事業
須坂市 鎌田山(崩壊土砂防止柵工)

（（１１））持持続続可可能能なな脱脱炭炭素素社社会会のの創創出出
「長野県ゼロカーボン戦略」に基づく住宅のＺＥＨ化や、「信州まちなかグリーンインフ
ラ推進計画」に基づく緑地や街路樹の整備などにより、脱炭素まちづくりを推進します

○住宅オールＺＥＨ化推進事業
○県営住宅『５Ｒ』プロジェクト推進事業

○まちなかの緑地整備・保全事業 等

（（２２））災災害害にに強強いい県県づづくくりりのの推推進進
能登半島地震等の教訓も踏まえ、激甚化・頻発化する自然災害から県民の生命と
財産を守るため、ハード・ソフトの両面から県土の強靱化や地域防災力の向上に取り
組みます

○流域治水対策事業、 ○流域を保全する土砂災害対策事業
○要配慮者利用施設を守る土砂災害対策事業
○緊急輸送道路等の防災対策強化事業
○災害時における道路の迂回機能強化事業
○冬期交通を確保する除雪・雪寒対策事業
○住宅・建築物耐震改修総合支援事業
○盛土対策事業、 ○つなげる防災教育事業

（（３３））社社会会的的ななイインンフフララのの維維持持・・発発展展
インフラの老朽化について、持続可能なインフラメンテナンスの実現に向けて
「事後保全型」から「予防保全型」への本格転換に取り組みます

○長寿命化計画等に基づくインフラの適正管理事業
（道路施設、河川施設、砂防施設、公園施設、県営住宅）

（（４４））県県民民生生活活のの安安全全確確保保
児童・生徒等を交通事故から守るため、通学路の安全施設（歩道等）を整備します

○通学路等の交通安全対策推進事業

（（１１））地地域域のの建建設設業業等等ににおおけけるる担担いい手手のの確確保保のの推推進進
建設産業の次世代を担う人材の確保・育成を推進するため、産学官の連携によ
り、小中高大生の学ぶ場（現場見学会、出前講座、職場体験、測量・設計・工事の
実践、建設産業の紹介等）を拡大します
○建設産業人材確保・育成事業 等

（（２２））建建設設産産業業のの振振興興
生産性向上と労働環境の改善を図るため、先進技術の活用や女性・若者など
誰もが働きやすい環境改善、入札契約制度の適正化等に取り組みます
○建設ＤＸ推進事業
○市町村と連携した入札契約制度の適正化（施工時期等の平準化、週休２日工事の実施、入札関連手続きの集約化）等
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○○ 『『建建設設ＤＤＸＸにによよるる省省人人化化・・省省力力化化、、生生産産性性のの向向上上』』にに視視点点をを置置ききななががらら、、各各事事業業をを
推推進進ししまますす

※ＺＥＨ（ゼッチ）：net Zero Energy House（ネッ
ト・ゼロ・エネルギー・ハウス）の略語で、「エネル
ギー収支をゼロ以下にする家」という意味

ゼッチ

※５Ｒ：①リノベーション事業《Renovation》 ②リフォーム事業《Reform》
③リニューアル事業《Renewal》 ④建替事業《Reconstruction》 ⑤再編事業《Restructuring》

土砂災害特別警戒区域
土砂災害警戒区域

要配慮者利⽤施設

緊急輸送道路等の防災対策強化事業
（主）松川大鹿線 大鹿村 落合

住宅オールＺＥＨ化推進事業
信州焼杉の家（立科町）

建設産業人材確保・育成事業
（模型を使用して流域治水の役割を伝えている様子）

青木中学校（青木村）

通学路等の交通安全対策推進事業
（一）森篠ノ井線 千曲市 雨宮

建設ＤＸ推進事業（道路パトロール支援システム）
路面画像からひび割れを自動抽出・解析

３３ 快快適適ででゆゆととりりののああるる社社会会生生活活をを創創造造すするる

４４ 誰誰ににででもも居居場場所所とと出出番番ががああるる社社会会ををつつくくるる

地地域域のの課課題題をを「「連連携携」」
とと「「協協働働」」でで解解決決

高規格道路整備事業
松本糸魚川連絡道路 安曇野道路

信州地域デザインセンター（ＵＤＣ信州）事業
賑わい空間づくりのための社会実験（諏訪市）

県営住宅“子育て住宅”リノベーション事業
対面キッチンと広々したLDK（小市南団地：長野市）

都市公園事業（陸上競技場の整備）
松本平広域公園陸上競技場（Ｒ６末の進捗状況）

（（１１））地地域域のの特特徴徴とと自自然然のの恵恵みみをを生生かかししたた快快適適でで魅魅力力ああるる空空間間づづくくりりのの推推進進
歩きたくなるまちづくりに資する新しい街路空間の活用や良好な地域景観の
形成に向けた取組を市町村と連携して推進します

○歩きやすいまちづくり実証事業（信州まち・あい空間事業）
○長野県景観育成計画改定事業
○松本平広域公園魅力向上推進事業 等

（（２２））地地域域活活力力のの維維持持・・発発展展
官民連携による新たな魅力的で楽しいまちづくりを推進します
○信州地域デザインセンター（ＵＤＣ信州）事業 等

（（３３））本本州州中中央央部部広広域域交交流流圏圏のの形形成成
高速交通網を最大限に活かした交流の拡大を実現するため、道路整備を
推進するとともに、リニア駅近郊におけるグランドデザインの実現に向け、
取り組んでいきます。

○高規格道路整備事業
○リニアを活かした交流圏拡大道路整備事業
○リニア駅近郊グランドデザイン事業

（（４４））移移住住・・交交流流・・多多様様ななかかかかわわりりのの展展開開
移住者などの住まいを確保するため、空き家等の市場流通を促進します
◎空き家等の市場流通促進事業【新】

（（５５））世世界界水水準準のの山山岳岳高高原原観観光光地地づづくくりりのの推推進進
観光地域の魅力を高めるための環境整備を推進します
○観光地域づくり推進に向けた道路環境整備事業
（無電柱化、自転車通行空間の整備、道の駅のトイレリニューアル 等）

（（６６））「「信信州州ややままななみみ国国ススポポ・・全全障障ススポポ」」のの開開催催をを契契機機ととししたたススポポーーツツ
振振興興のの推推進進
総合開・閉会式及び陸上競技の会場となる松本平広域公園陸上競技場の
整備を推進します

○都市公園事業（陸上競技場の整備）

子子どどももやや若若者者のの幸幸福福追追求求をを最最大大限限支支援援すするる
住みやすい環境に配慮した県営住宅の改修等により、子育て世帯の居住を
支援します
○県営住宅“子育て住宅”リノベーション事業

○○地地域域戦戦略略推推進進型型公公共共事事業業
地域の強みや特色を最大限に活かした地域振興を進めるため、地域の
ニーズを把握し、県・市町村・地域・民間事業者等の多様な主体によ
る施策をパッケージ化して実施します

２
◎【新】令和７年度 新規事業

（県営住宅『５Ｒ』プロジェクト推進事業 の一部）

メインスタンド

バックスタンド

南サイド
スタンド

○○ 「「信信州州未未来来共共創創戦戦略略」」をを進進めめるるたためめ、、県県土土ののググラランンドドデデザザイインンをを策策定定すするる

県土のグランドデザインの策定に向け、県民等と幅広い議論を開始します

道路環境整備事業（無電柱化）
（一）旧軽井沢軽井沢（停）線 軽井沢町 軽井沢


